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概  要 

 

ITS（Intelligent Transport Systems）運転支援システムの一つとして自動衝突回避システムについてシミュレ

ーションおよびドライビングシミュレータ実験により、その有効性と使用可能範囲の検証を行う。ここで対象とす

る自動衝突回避システムは、障害物と衝突する可能性がある場合に自動操舵と自動制動のいずれか単独

または共働させることにより、前方障害物との衝突を回避するシステムである。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

 

本技術の 

有用性 

前方障害物としては、静止障害物、先行車などが考えられるが、最近は、路側から飛び出してきた歩行者を

回避する場合のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝおよびﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｼﾐｭﾚｰﾀ実験を行っている。回避方法は自動制動のみの場合

（最近実用化の自動ﾌﾞﾚｰｷ）、自動操舵のみの場合、自動操舵と自動制動を両方とも作動させる場合の 3

通りある。ただし、両方作動については自動操舵と自動制動が同時発動、自動操舵が先に発動、自動制動

が先に発動など、発動ﾀｲﾐﾝｸﾞをずらした検討も行っている。 

 車速，衝突までの時間、歩行者速度や前方障害物移動速度、車両前部の衝突予測位置を変化させ、そ

れぞれの回避成功率を比較して自動衝突回避ｼｽﾃﾑの有効な作動方法などを解析している。 

 ITS 運転支援システムが、安全走行上有効となる条件の範囲などが試作前に明らかとなり、システム設計

に必要なデータを得ることができる。また、このような検討は、今後増えるであろう自動運転システムの開発に

も有効な手法であると考える。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

    

図 1 シミュレーション状況例  図 2 走行シミュレーション結果例  図 3 回成避功成率と TTC の関係例 
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